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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　臨床情報を提示するためのシステムであって、
　コンピュータシステムと、
　前記コンピュータシステムと通信するユーザインタフェースと、
　記憶装置と、
　ソフトウェアとを備え、前記ソフトウェアが前記コンピュータシステム上で実行される
と、前記ソフトウェアは前記コンピュータシステムに以下の動作を実行させ、
　前記動作は、
　前記ユーザインタフェース上に臨床情報の第1コンポーネントを表示し、
　前記ユーザインタフェースからの前記臨床情報の第1コンポーネントの選択に応答して
、前記ユーザインタフェース上に、前記記憶装置に記憶された複数のダッシュボードを立
ち上げ、
　前記ユーザインタフェース上に、前記複数のダッシュボードごとに選択可能なアイコン
を表示することを備え、
　特定のアイコンの選択は、前記特定のアイコンに関連する前記ダッシュボードの前記表
示をもたらし、
　前記動作は、
　複数のアイコンのうちいずれかを選択する前に、前記インタフェースの第1表示領域内
に前記ダッシュボードのうち少なくとも1つを表示し、
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　第2ダッシュボードに関連するアイコンを選択することに応答して、前記第1表示領域内
に前記第2ダッシュボードを表示することを備え、
　前記複数のダッシュボードは、選択されたユーザプロファイルに基づく所定の構成を有
する第1ダッシュボードを有し、前記複数のアイコンは、第2表示領域内に表示され、前記
第1表示領域内に表示される1つの前記ダッシュボードは、高解像度で表示され、前記第2
表示領域内の前記アイコンは、前記ダッシュボードの低解像度表現として表示されること
を特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記第2表示領域は、前記第1表示領域にオーバーラップすることを特徴とする請求項1
に記載のシステム。
【請求項３】
　前記第2表示領域は、前記第1表示領域に隣接することを特徴とする請求項1に記載のシ
ステム。
【請求項４】
　前記複数のダッシュボードは、ドリルダウンダッシュボードを含まない、またはドリル
ダウンダッシュボードのコンポーネントを含まないことを特徴とする請求項1に記載のシ
ステム。
【請求項５】
　前記複数のダッシュボードのうち少なくとも1つは、ドリルダウンダッシュボードでな
い、またはドリルダウンダッシュボードのコンポーネントではないことを特徴とする請求
項1に記載のシステム。
【請求項６】
　前記複数の立ち上げられたダッシュボード内をナビゲートするメカニズムを前記インタ
フェース上に表示し、前記コンピュータシステム上で実行するソフトウェアをさらに備え
ることを特徴とする請求項1に記載のシステム。
【請求項７】
　臨床情報を提示する方法であって、
　コンピュータシステムにより、前記コンピュータシステムと通信するユーザインタフェ
ース上に、臨床情報の第1コンポーネントを表示するステップと、
　前記コンピュータシステムにより、前記ユーザインタフェースからの前記臨床情報の第
1コンポーネントの選択を受け取るステップと、
　前記コンピュータシステムにより、前記選択に応答して、前記ユーザインタフェース上
に、複数のダッシュボードを立ち上げるステップと、
　前記コンピュータシステムにより、前記ユーザインタフェース上に、前記複数のダッシ
ュボードごとに選択可能なアイコンを表示するステップと、
　前記コンピュータシステムにより、前記ユーザインタフェースからの前記アイコンの選
択に応答して、前記ユーザインタフェース上に、選択可能なアイコンに関連するダッシュ
ボードを表示するステップと
　を含み、前記ダッシュボードは記憶装置に記憶され、
　前記方法は、
　前記コンピュータシステムにより、前記複数のアイコンのうちいずれかを選択する前に
、第1表示領域内に前記ダッシュボードのうち少なくとも1つを表示するステップと、
　前記コンピュータシステムにより、第2ダッシュボードに関連する前記アイコンの選択
に応答して、前記第1表示領域内に前記第2ダッシュボードを表示するステップと
　を含み、前記複数のダッシュボードは、選択されたユーザプロファイルに基づく所定の
構成を有する第1ダッシュボードを有し、
　前記複数のアイコンを表示するステップは、前記複数のアイコンを第2表示領域内に表
示するステップを含み、前記第1表示領域内に表示される1つの前記ダッシュボードは、高
解像度で表示され、前記第2表示領域内の前記アイコンは、前記ダッシュボードの低解像
度表現として表示されることを特徴とする方法。
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【請求項８】
　前記複数のダッシュボードは、ドリルダウンダッシュボードを含まない、またはドリル
ダウンダッシュボードのコンポーネントを含まないことを特徴とする請求項7に記載の方
法。
【請求項９】
　前記複数のダッシュボードのうち少なくとも1つは、ドリルダウンダッシュボードでな
い、またはドリルダウンダッシュボードのコンポーネントではないことを特徴とする請求
項7に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、患者データを見るためのインテリジェントダッシュボードを提供する臨床情
報システムを対象とする。
【背景技術】
【０００２】
　本出願は、米国特許法第119条(e)に基づき、2008年7月30日出願の「Single Select Cli
nical Informatics」と題された米国仮特許出願第61/137,521号の利益を主張する。
【０００３】
　本出願は、米国特許法第119条(e)に基づき、2008年7月31日出願の「Single Select Cli
nical Informatics」と題された米国仮特許出願第61/085,080号の利益を主張する。
【０００４】
　本出願は、米国特許法第119条(e)に基づき、2008年8月1日出願の「Single Select Clin
ical Informatics」と題された米国仮特許出願第61/085,664号の利益を主張する。
【０００５】
　本出願は、2009年7月30日出願の「Launching of Multiple Dashboard Sets that Each 
Correspond to Different Stages of a Multi-Stage Medical Process」と題された米国
仮特許出願に関する。同出願は引用により本明細書に組み込まれる。
【０００６】
　近年、病院は、各患者についてデジタル形式で生成する情報の量を、その情報の全てに
対処しようとする人間の手に負えないであろう程度にまで増大させてきた。例えば、ある
患者の心拍数または血圧が、1分間に数回生成される新しい値でもって継続的にモニタさ
れる可能性がある。
【０００７】
　したがって、そのようなデータを表示するためのシステムが開発されている。これらの
システムの一部は、患者についての具体的情報を表示するためのコンピュータまたは他の
電子ディスプレイ用のダッシュボードの形をとる。都合の悪いことに、多くの場合、この
圧倒的な量の生データは、任意の所与の時間においてどのダッシュボードがある患者につ
いて最も有用な情報を提供するのかに関して、圧倒的な数の様々なオプションによって置
換されている。したがって、選択された患者についての情報を表示するために使用する適
切なダッシュボードをユーザが選択することを支援するシステムの需要が生じている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、本発明の目的は、医者および看護師の両方のための関連情報を表示するた
めのシステムおよび方法を提供することである。本発明のさらなる目的は、医療データの
単一選択に応答して、複数のダッシュボードを立ち上げるための方法および装置を提供す
ることである。本発明のもう一つの目的は、あるエレメントがダッシュボードを切り替え
ることを可能にすることであり、それによりユーザは手動でダッシュボードを切り替える
ことができ、またはそのエレメントがダッシュボード間の自動スクロールを提供する。本
発明のもう一つの目的は、このシステムを医者や看護師などのユーザの特定の需要に基づ
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いてカスタマイズできるように、保存可能な新しいダッシュボードを作成する方法を提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　これらのおよび他の目的は、第1表示領域および第2表示領域を有するインタフェースと
、それぞれが1つまたは複数のウィンドウ枠を有する1つまたは複数のダッシュボードと、
を備える臨床情報を表示するための装置であって、前述の第1表示領域内に第1ダッシュボ
ードが表示され、前述の第2表示領域内に残りのダッシュボードが選択可能なアイコンと
して表示され、前述の第1ダッシュボードと残りのダッシュボードとをあるエレメントに
より切り替えることができ、前述のエレメントが前述の第1表示領域内に表示される第1ダ
ッシュボードを前述の第2表示領域内に表示される選択可能なアイコンに対応するダッシ
ュボードに切り替える、装置を提供することにより実現される。
【００１０】
　本発明の一部の実施形態は、(例えば患者リスト内の患者名をカーソルクリック選択す
ることに基づく)単一の臨床情報を選択することに基づいて複数のダッシュボード内に臨
床情報を立ち上げるための、単一選択方法を提供する。一部の実施形態では、立ち上げら
れるダッシュボードのそれぞれは、別のダッシュボードに「ドリルダウン」することがで
きない単一の「フラット」ダッシュボードである。他の実施形態では、立ち上げられるダ
ッシュボードのそれぞれをドリルダウンダッシュボード、すなわち互いにリンクされたい
くつかのダッシュボードであり、そのためユーザがそのダッシュボード内に表示される項
目を選択することによりそれらのダッシュボード間を(例えば第1ダッシュボードのウィン
ドウ枠内のある項目を選択することにより、第1ダッシュボードから第2ダッシュボードに
横断することにより)ナビゲート可能なダッシュボードとすることができる。したがって
、一部の実施形態はドリルダウンダッシュボードの代わりに一部の実施形態の単一選択方
法を使用するのに対し、他の実施形態は単一選択方法をドリルダウンダッシュボードと併
せて使用する。
【００１１】
　一部の実施形態の方法は、単一の臨床情報を選択することに基づいて複数のダッシュボ
ードを開始(立ち上げまたはインスタンス化とも言う)する。一部の実施形態では、立ち上
げられるダッシュボードのうちの1つが、ディスプレイ装置の第1表示領域内に最大解像度
で表示される一方、立ち上げられる残りのダッシュボードが、そのディスプレイ装置の第
2表示領域内(例えば、第1表示領域の下、上、もしくは横の表示領域内、または第1表示領
域の下、上、左、もしくは右側にオーバーラップする表示領域内)に選択可能なアイコン
として表示(例えば選択可能なサムネイルとして表示)される。これらの実施形態の一部は
、第2表示領域内に、第1表示領域内に表示されているダッシュボードについての選択可能
なアイコンも表示する。
【００１２】
　第2表示領域内の選択可能なアイコンを選択する(例えばそのアイコンをカーソルクリッ
クする)と、そのアイコンの関連するダッシュボードが第1表示領域内に表示される。この
選択手法に加えて、またはこの手法の代わりに、他の実施形態は、特定の時間において見
られていない立ち上げられたダッシュボードを第1表示領域内で表示しかつその中をナビ
ゲートするための他の技法を使用する。例えば、ダッシュボードをタッチセンスディスプ
レイ上に表示する実施形態では、一部の実施形態は、ユーザが自身の手をディスプレイ装
置上で特定の方向に(例えば左に、または右に)スワイプすることにより、ダッシュボード
を切り替えられるようにする(すなわち、第1表示領域内に表示されているダッシュボード
を変更する)ことができる。このスワイプ動作は、第1表示領域に、特定のダッシュボード
を表示することから、スワイプ動作の方向とは反対側のその特定のダッシュボードの横に
あるダッシュボードを表示するように切り替えさせる。
【００１３】
　共に立ち上げられる多数のダッシュボードを所与として、一部の実施形態は、ユーザ(
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例えば医者や他の専門家、システム管理者、等)が、特定の臨床情報片の特定のビュー(例
えば血糖値の24時間グラフ)のみを表示するように、ダッシュボードの1つまたは複数のウ
ィンドウ枠をカスタマイズできるようにする。そのような実施形態の一部では、任意の所
与の時間に見ることができるデータの量を最大化し、かつ/または専門家による素早い解
釈および互いへの関連付けのために臨床情報ビューをまとめる、そのようなパラメータ固
有のおよびビュー固有のいくつかのウィンドウ枠を含めるために、ユーザがダッシュボー
ドを最適化することができる。例えば、あるダッシュボードの右側が、それぞれが同一の
または異なる期間にわたる検査測定値を表示するいくつかの積重ね配置された枠を表示し
ながら、ダッシュボードの左側が、それぞれがある期間にわたる生命に関する統計値を表
示するいくつかの積重ね配置された枠を表示することができる。そのようなパラメータお
よびデータ集約型のダッシュボードは、特定の時間における患者の症状の詳細なスナップ
ショットを専門家に提供するために印刷し、または電子メールで送ることができる。この
パラメータ固有のおよびビュー固有のダッシュボードを使用することは、複数のダッシュ
ボードを一度に立ち上げる実施形態に限定されない。
【００１４】
　ダッシュボードのいくつかのウィンドウ枠をパラメータ固有のものとすることができる
ので、一部の実施形態は、各パラメータ固有ウィンドウ内に提示される各パラメータを表
すデータエレメントを定義する。例えば、あるダッシュボードが、特定の測定値の様々な
ビューを表示する3つの特定のウィンドウ枠を有すると仮定する。1つが、特定の測定値の
連続的な24時間グラフを表示し、1つが、その特定の測定値の平均の連続的な24時間グラ
フを表示し、1つが、その特定の測定値の変化に関連する変動係数の連続的な24時間グラ
フを表示する。一部の実施形態は、これらの3つのウィンドウ枠それぞれの中に表示され
る各値が全て同じ測定値から関係するにもかかわらず、それらの各値を追跡するための異
なるデータエレメントを定義することになる。これらの実施形態は、これらのデータエレ
メントごとに、様々な数学関数および様々な表示ビューを定義できるようにそれらのデー
タエレメントを定義する。このデータエレメントモデルを使用することは、パラメータ固
有のおよびビュー固有の枠を使用する実施形態に限定されない。
【００１５】
　一部の実施形態は、ユーザがダッシュボードを設計できるようにするためのいくつかの
ソフトウェアツールを提供する。例えば一部のツールは、ユーザが、ダッシュボード内の
枠の数を指定すること、特定の数の枠について様々なレイアウトタイプの中から選択する
こと、選択されたダッシュボードレイアウトからのダッシュボード内のウィンドウ枠を移
動しかつ調整すること、等を可能にする。一部の実施形態は、ユーザが、あるウィンドウ
枠を特定のパラメータの特定のビューに結び付けることを可能にする。例えば、一部の実
施形態では、ユーザは(1)ダッシュボード内のウィンドウ枠上で右クリックし、(2)その結
果現れるメニュー内に表示されるメニュー内で、検査測定値の代わりに生命徴候を選択し
、(3)その結果現れる生命徴候のドロップダウンメニュー内で心拍数を選択し、次いで(4)
心拍数の特定のビュー(例えば継続的な24時間ビュー)を選択することができる。一部の実
施形態のソフトウェアツールは、ユーザが、見られているデータの量を最大化し、かつ/
またはそのデータの相互関係を簡略化するために、位置合わせされたおよび/または縮約
されたパラメータ固有のおよびビュー固有の枠を作成できるように、ウィンドウ枠を移動
しかつサイズ変更できるようにする。
【００１６】
　本発明は、インタフェースを提供するステップと、1つまたは複数のダッシュボードを
提供するステップと、前述のインタフェースの第1表示領域内に第1ダッシュボードを表示
するステップと、前述のインタフェースの第2表示領域内に残りのダッシュボードを選択
可能なアイコンとして表示するステップと、前述の第2表示領域から選択可能なアイコン
を選択するステップと、前述の選択された選択可能なアイコンに対応するダッシュボード
を前述の第1表示領域内に表示するステップと、前述の第1ダッシュボードを前述の第2表
示領域内に選択可能なアイコンとして表示するステップと、を含む臨床情報を立ち上げる
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ための方法をさらに提供する。
【００１７】
　本発明は、多段階の手順または操作について、前述の第1表示領域内に追加のダッシュ
ボードを表示するために、追加の選択可能なアイコンを選択するステップをさらに含むこ
とができ、その際、前述の選択される追加の選択可能なアイコンは前述の第1表示領域内
に表示される。この選択するステップは、前述の第2表示領域の選択可能なアイコンを選
べるようにするエレメントをさらに含むことができる。このエレメントは、タッチセンス
エレメント、スクロールエレメント、カーソル、スイッチ、自動化エレメント、タグ、RF
IDタグ、音声制御、または無線装置からなるグループから選択することができる。
【００１８】
　このエレメントは、前述のダッシュボードの自動スクロールを可能にすることができ、
または前述のダッシュボードの手動スクロールを可能にすることもできる。このエレメン
トは、あるユーザがこのシステムに極めて接近する際に、そのユーザの好みに基づくこと
ができるこのエレメントの構成に基づいて前述のダッシュボードが切り替わり得るなど、
ユーザにより着用され、または運ばれ得る。
【００１９】
　この方法は、前述の第1ダッシュボードが前述の第2表示領域内に選択可能なアイコンと
して表示されることをさらに可能にすることができる。この方法は、前述の第1ダッシュ
ボードが、選択されたユーザプロファイルに基づく定義済みの構成を備えられるようにす
ることができ、前述のダッシュボードのそれぞれが、複数のウィンドウ枠を備えられるよ
うにすることができる。
【００２０】
　本発明は、インタフェース、およびそれぞれが1つまたは複数のウィンドウ枠を有する1
つまたは複数のダッシュボードを提供するステップと、前述のインタフェースの第1表示
領域内に第1ダッシュボードを表示するステップと、前述のインタフェースの第2表示領域
内に残りのダッシュボードを選択可能なアイコンとして表示するステップと、前述の第1
ダッシュボードのウィンドウ枠内の項目を選択するステップと、前述の選択される項目に
ついて構成される対応するダッシュボードを前述のインタフェースの前述の第1表示領域
内に表示するステップと、を含む臨床情報を立ち上げるための方法をさらに含む。前述の
選択されるウィンドウ枠は、前述の第2表示領域内に表示される選択可能なアイコンおよ
びダッシュボードに対応することができる。
【００２１】
　この方法は、前述の第1表示領域内の前述の第1ダッシュボードを非表示にするステップ
または閉じるステップと、前述の選択される項目について構成される対応するダッシュボ
ードを前述の第1表示領域内に表示するステップと、をさらに含むことができる。前述の
選択される項目について構成される対応するダッシュボードは、前述の第1表示領域と部
分的にオーバーラップする第3の表示領域内に表示することもできる。前述のダッシュボ
ードは、複数のダッシュボードの多段階の操作のためにリンクされてよい。
【００２２】
　本発明は、第1ウィンドウ枠のセットを有するダッシュボードを表示するステップと、
前述のダッシュボードの1つまたは複数のウィンドウ枠のビューを変更することにより新
しいダッシュボードを作成するための変更要求を受け取るステップと、第2ビューのセッ
トを表示するために前述のダッシュボードの1つまたは複数のウィンドウ枠のビューを変
更するステップと、前述の新しいダッシュボードを表示するための規則のセットをユーザ
から受け取るステップと、前述の新しいダッシュボードを表示するステップと、前述の新
しいダッシュボードをデータベースに保存するステップと、を含む新しいダッシュボード
を作成するための方法をさらに伴う。
【００２３】
　この方法は、前述の新しいダッシュボードを他のダッシュボードにリンクさせるステッ
プ、および/または前述の新しいダッシュボードを非公開に保つステップをさらに含むこ
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とができる。この方法は、ユーザが前述のダッシュボードを変更する許可を得ているかど
うかを判定するステップを伴うことができる。
【００２４】
　ダッシュボードは、単一のディスプレイ提示の一部であるウィンドウ枠の集まりとして
定義する。ダッシュボードの全てのウィンドウ枠を、典型的にはディスプレイ内で集合的
に見ることができるが、一部の実施形態では、前述のダッシュボードを(およびしたがっ
て、前述のダッシュボードのウィンドウ枠の一部を)前述のディスプレイの境界を越えて
拡大することができる。
【００２５】
　ウィンドウ枠内に表示される情報(ウィンドウ枠の「ビュー」とも言う)は、報告書、表
、メモ、グラフ、画像、等を含む様々な形をとることができる。各ウィンドウ枠は、次の
ものについての1つまたは複数のビューを提示することができ、それは(1)1つまたは複数
の臨床データ項目(例えば、生命徴候または検査測定値に関連する表やグラフを提示する)
、または(2)確立された治療ガイドラインまたは治療プロトコル(例えば、特定の症状また
は測定値に関する公共の参考情報源からの、またはカスタマイズされた院内の施設方針か
らのガイドライン)についてである。
【００２６】
　本発明の他の目的ならびに本発明の特定の特徴および利点は、添付の図面および付随す
る詳細な説明を検討することによってより明らかになるであろう。詳細な説明および具体
的な例は、本発明の好ましい実施形態を示すとはいえ、例示のためだけのものであり本発
明の範囲を限定するためのものではないことを理解すべきである。
【００２７】
　本発明の新規の特徴を添付の特許請求の範囲に定める。しかし、説明のためにいくつか
の実施形態を次の図面で説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】一部の実施形態のシステムアーキテクチャを示す図である。
【図２】一部の実施形態のダッシュボードの一例を示す図である。
【図３】様々なダッシュボードを互いにリンクさせる一例を提供する、ダッシュボードの
階層構造を示す図である。
【図４】一部の実施形態での様々なダッシュボードを互いにリンクさせるためのプロセス
を概念的に示す図である。
【図５】別のダッシュボードにリンクするダッシュボードの例を示す図である。
【図６】図5に示すようなダッシュボードにリンクされたダッシュボードの一例を示す図
である。
【図７】ダッシュボードのウィンドウ内のビューをカスタマイズする一例を提供する、ダ
ッシュボードの階層構造を示す図である。
【図８】ダッシュボード内のウィンドウをカスタマイズする一例を提供する、ダッシュボ
ードの階層構造を示す図である。
【図９】ユーザが既存のダッシュボードに基づいて新しいダッシュボードを作成するため
のプロセスを概念的に示す図である。
【図１０】ダッシュボード内のウィンドウのビューをカスタマイズすることについての説
明のための例を提供する図である。
【図１１】ダッシュボード内のウィンドウのビューをカスタマイズすることについての説
明のための例を提供する図である。
【図１２】患者一覧ウィンドウから患者の症状が選択されたときに関連情報を表示するこ
とについての説明のための例を提供する図である。
【図１３】患者一覧ウィンドウから患者の症状が選択されたときに関連情報を表示するこ
とについての説明のための例を提供する図である。
【図１４】本発明のシステムおよび方法により表示することができるダッシュボードのセ
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ットについての説明のための例を提供する図である。
【図１５】本発明の一部の実施形態によるウィンドウ枠を有するダッシュボードを示す図
である。
【図１６】患者リストから単一の患者を選択することにより立ち上げられる本発明の一部
の実施形態によるダッシュボードを示す図である。
【図１７】患者リストから単一の患者を選択することにより立ち上げられる本発明の一部
の実施形態によるダッシュボードを示す図である。
【図１８】患者リストから単一の患者を選択することにより立ち上げられる本発明の一部
の実施形態によるダッシュボードを示す図である。
【図１９】ダッシュボードが複数の積み重ねられた動向グラフを表示する本発明の一部の
実施形態によるダッシュボードを示す図である。
【図２０】本発明の一実施形態によりユーザがダッシュボードのウィンドウ枠を構成する
ことを示す図である。
【図２１】本発明の一部の実施形態がそれを用いて実施されるコンピュータシステムを概
念的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下のセクションIは、ダッシュボード、ウィンドウ枠、ドリルダウンダッシュボード
、等に関係する用語および概念を紹介する。セクションIIは、複数のダッシュボードを立
ち上げるための単一選択方法の概要を提供する。次いで、セクションIIIは、一部の実施
形態の単一選択方法に関するさらなる詳細を提供する。
【００３０】
　I.　概要
　ダッシュボードは、単一のディスプレイ提示の一部であるウィンドウ枠の集まりである
。ダッシュボードの全てのウィンドウ枠を、典型的にはディスプレイ内で集合的に見るこ
とができるが、一部の実施形態では、ダッシュボードを(およびしたがって、ダッシュボ
ードのウィンドウ枠の一部を)ディスプレイの境界を越えて拡大することができる。
【００３１】
　ウィンドウ枠内に表示される情報(ウィンドウ枠のビューとも言う)は、報告書、表、メ
モ、グラフ、画像、等を含む様々な形をとることができる。各ウィンドウ枠は、次のもの
についての1つまたは複数のビューを提示することができ、それは(1)1つまたは複数の臨
床データ項目(例えば、生命徴候または検査測定値に関連する表やグラフを提示する)、ま
たは(2)確立された治療ガイドラインまたは治療プロトコル(例えば、特定の症状または測
定値に関する公共の参考情報源からの、またはカスタマイズされた院内の施設方針からの
ガイドライン)についてである。
【００３２】
　図1は、臨床情報システムの概念的なシステムアーキテクチャを示す。図示のように、
患者データがいくつかの異なる患者データ情報源105から臨床データマネージャ110におい
て受け取られる。臨床データマネージャ110は、患者をモニタリングするモニタからの生
命徴候、検査報告書、医療画像(例えば、X線写真、MRI(磁気共鳴映像)、CT(コンピュータ
断層撮影)スキャン、等)などの客観的データと、医師の評価、医師の診断、医師の治療計
画などの主観的データと、を様々なデータ源105から集める。このデータの集まりは、様
々な検査室や病院など、1つまたは複数の場所によってもたらされてよい。
【００３３】
　臨床データマネージャ110は、個々の患者についてのデータを(患者のデータのスナップ
ショットとして、またはある期間にわたる患者のデータの記録として)集めるために、お
よび/または例えば医療資源を効率的に配置するためなどの様々な理由で患者間で統計値(
場合によっては各患者の統計値の変化を含む)を比較するために、患者データを受け取り
、正規化し、分析し、かつ/または集約する。
【００３４】
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　臨床データマネージャ110は、様々な臨床情報インタフェース115を介してデータを報告
し、データを流し、かつ/またはユーザにデータを通知する。これらのインタフェースは
、医療制度内でのユーザの仕事、もしくはインタフェースが表示される特定の端末、およ
び/または個々のユーザおよび/または患者の一時的な需要によって互いに異なり得る。一
部の実施形態では、このインタフェースは場所によって異なる。例えば、心臓の集中治療
室内にいるユーザが1つのデータセットを受け取り、脳神経外科にいるユーザが別のデー
タセットを受け取る。以下にさらに説明するように、このインタフェースは、特定の患者
の診断や症状によっても異なり得る。臨床データマネージャは、様々なインタフェース11
5に対してデータをリアルタイムで提供することもできる。
【００３５】
　図2は、そのような臨床情報インタフェース200の1つの説明のための例を提供する。図
示のように、このインタフェースは図表により提供され、(1)タイトルバー230、(2)メニ
ューバー235、(3)マスタツールバー240、および(4)いくつかのウィンドウ205を含む。マ
スタツールバー240はインタフェース200の下部に表示され、様々なアプリケーション機能
へのイージーアクセスを含む。例えば、マスタツールバーは、臨床データをリフレッシュ
する、検査結果を見る、課金情報を見る、他のウィンドウを開く、等のためのボタンを含
むことができる。
【００３６】
　インタフェース200内のウィンドウのいくつかが、1人または複数の患者についての臨床
データを表示する。ウィンドウ枠内に表示される情報は、報告書、表、メモ、グラフ、画
像、等を含むことができる。例えば、表示される情報は、患者の症状の重度を評価するた
めに必要なデータ、その症状の動向(例えば改善/悪化)、その症状の原因、その症状の二
次的結果、等を含むことができる。図示のように、ウィンドウ205のそれぞれが、そのウ
ィンドウについての情報を表示するタイトルバー220、および選択可能なタブ、プルダウ
ンメニュー、検索バー、または他の様々なツールボタンを含むことができるメニューバー
225をオプションで有することができる。
【００３７】
　これらのウィンドウ枠のいくつかが、1つまたは複数の臨床データ項目についての様々
なビューを提示する。例えば、ウィンドウ枠210は、ある患者の「血液ガス」についての
検査報告書を表示するためのビューを提供する。この検査報告書は、いくつかの血液ガス
についての測定値の表として提示され、場合によってはこの表の特定の項目を展開して追
加の詳細を提示することができる。しかし、表の中の項目を選択し、メニューバー225内
のタブ245を選択することにより、この検査報告書をグラフとして提示することもできる
。単に表の中の項目を(例えばその項目をダブルクリックすることにより)選択することに
より、この検査報告書をグラフとして提示することができる。ウィンドウ枠215が提供す
るビューは、ある期間にわたる患者の血中酸素飽和度(SpO2)のパーセンテージを示すグラ
フの一例である。このビュー内に表示される情報は、確立された治療ガイドラインまたは
治療プロトコルを含むことができる。そのガイドラインは、公共の参考情報源から、また
はカスタマイズされた院内の施設方針からもたらされてよい。例えば、ある患者が高血糖
症と診断された場合、ダッシュボードのビューの1つが、その症状の治療方法についての
大学の方針を提示することができる。
【００３８】
　1つまたは複数のウィンドウ枠205～210の集まりがダッシュボードである。第1ダッシュ
ボードを見ながら、その第1ダッシュボード内の項目を選択したときに第2ダッシュボード
を開けるよう、2つ以上のダッシュボードを互いにリンクさせることができる。第2ダッシ
ュボードが開かれると、第1ダッシュボードは自動的に最小化され、非表示にされ、また
は場合によっては閉じられる。さらに、第2ダッシュボードが開かれるとき、両方のダッ
シュボードを同時に見ることができるようにするような方法で第1ダッシュボードを配置
することができる。
【００３９】
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　ダッシュボードのリンク付けは、そのユーザが何を最も見たいのかに基づくことができ
る。具体的には、ダッシュボードの1つまたは複数のビュー内に表示される情報は、医者
など、訓練を受けたまたは経験を積んだ専門家の一般的な思考の脈略および評価の順序を
たどる目的で設計および構成される。例えば、あるダッシュボードは、ある期間にわたる
10件の最も関連性のある検査結果についてのスプレッドシートにリンクすることができ、
またはある期間にわたる1件または2件の主な検査結果についての動向図につながることが
できる。これは、そのインタフェースのユーザが、大量の情報を調べることを必要とせず
に、最も関連性のある情報を得られるようにする。
【００４０】
　ダッシュボードのリンク付けに加えて、ダッシュボードを定義済みの構成に従って開く
こともできる。このようにして、ユーザには最も関連性のある情報が最初に提示される。
最も関連性のある情報を最初に提示するこの概念は、大量のデータをくまなくドリルし、
ユーザが最初に見たいデータを迅速に取り出すので、ドリルダウン概念とも呼ばれる。例
えば、ある患者の全てのX線スキャンのリストを含むビューから開始する代わりに、ダッ
シュボードを、現在の胸部X線のビューおよび前の胸部X線のビューから開始するように構
成することができる。したがって、プルモデル(例えば、関連データを受け取るために様
々なリンクを選択すること)によりデータを取り出す代わりに、ダッシュボードは、関連
データを最初のビューとして押し出すプッシュモデルを利用することができる。ダッシュ
ボードの様々な構成は、図1に示すようなダッシュボードライブラリまたはデータベース1
20に提供し、記憶することができる。関連データは、医療施設から取り出されるだけでな
く、インターネット上の様々なサーバ(例えば図書館、教育機関、等)からも取り出される
。
【００４１】
　A.　様々なダッシュボードのリンク付け
　ダッシュボードの階層構造の中で、様々なダッシュボードを互いにリンクさせることが
できる。これらのダッシュボードの最初のセットは、事前構成され、かつユーザが1人ま
たは複数の患者についての臨床情報を見るために提供されてよい。ユーザは、最上位のダ
ッシュボードから開始し、現在のダッシュボード内の項目またはリンクを選択することに
より、別のダッシュボードを起動することができる。
【００４２】
　図3は、ダッシュボードの階層構造300を示す。この図は、最上位のノード305と、いく
つかの他のノード310～340とを含む。階層構造の各ノードは、1つの特定のダッシュボー
ドを表す。各ダッシュボードは、自らと関連する1つまたは複数のウィンドウ枠345～380
を有する。例えば、ダッシュボード325は3つのウィンドウ枠365を有する。各ウィンドウ
枠は、1つまたは複数の臨床データ項目についての具体的なビューを提供する。例えば、
これらのウィンドウは、特定の患者についての様々な情報を表示することができる。1つ
のウィンドウ枠がその患者のCTスキャンを表示することができ、もう1つのウィンドウ枠
が検査報告書を表示することができ、3つ目のウィンドウが酸素飽和度のグラフを表示す
ることができる。
【００４３】
　さらに、図3に示すように、各ダッシュボードを他の1つまたは複数のダッシュボードに
リンクさせることができる。例えば、ダッシュボード315は、他の3つのダッシュボード33
0～340にリンクされている。ダッシュボード315内である項目が(例えば、ウィンドウ枠内
の表示された項目をダブルクリックすることにより)選択されると、これらのダッシュボ
ードのそれぞれが起動する。一部の実施形態では、別のダッシュボードを起動するまたは
表示すると、現在選択されているダッシュボードを最小化し、非表示にし、または閉じる
。
【００４４】
　ダッシュボードのリンク付けは、そのユーザが何を最も見たいのかに基づくことができ
る。ダッシュボードの1つまたは複数のビュー内に表示される情報は、経験を積んだまた
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は訓練を受けた専門家の一般的な思考の脈略および評価の順序をたどる目的で設計および
構成される。これは、そのインタフェースのユーザが、様々なデータの集まりを調べるこ
とを必要とせずに、最も関連性のあるデータを得られるようにする。
【００４５】
　図4は、様々なダッシュボードを互いにリンクさせるためのプロセス400を概念的に示す
。図示のように、(405で)このプロセスは、臨床的に関連性のあるデータのリストを臨床
情報インタフェースに表示する。例えば、このプロセスは、病院内の特定の病棟内の様々
な患者のリスト、特定の医師の全ての患者のリスト、または特定の病気をもつ全ての患者
のリストを表示することができる。場合によっては、このプロセスは、1人または複数の
患者についての情報を含む一覧ウィンドウを表示することができる。
【００４６】
　次いで410で、このプロセスは、そのリスト内の特定の項目に関係する臨床データのセ
ットを表示するための枠のセットを有するダッシュボードを表示するための要求を受け取
る。例えば、ある医師が、ある患者に関係するデータを表示するために、その患者の名前
をクリックすることができる。次いで、(415で)このプロセスは、そのダッシュボードを
表示する。図5は、ある患者が患者リストウィンドウ505から選択されたときに表示される
ダッシュボード500の一例を提供する。具体的には、このダッシュボードは、患者リスト
ウィンドウ505から選択された患者についての臨床データを含むいくつかのウィンドウ枠
を表示する。オプションとして、患者リストウィンドウ505は、このダッシュボードの一
部とみなさなくてもよい。
【００４７】
　図5に示すように、ユーザが患者リストウィンドウから患者を選択すると、(1)患者のス
キャン結果を表示するスキャン結果ウィンドウ510、(2)いくつかの検査結果を表示する検
査結果ウィンドウ515、(3)その患者の基本情報(demographic)を表示する基本情報ウィン
ドウ520、(4)看護情報を表示する看護情報ウィンドウ525、(5)その患者の生命徴候を表示
する生命徴候ウィンドウ530、および(6)その患者の報告書を表示する報告書ウィンドウ53
5、を含むダッシュボード500がそのユーザに提示される。
【００４８】
　次いで420で、このプロセスは、ダッシュボード内である項目が選択されたという指示
を受け取る。図3を再び参照すると、あるダッシュボード(315など)は、そのダッシュボー
ド内の様々な項目を介して他のいくつかのダッシュボード330～340にリンクされ得る。そ
れらの項目の1つが(例えばその項目をクリックして)選択されると、対応するダッシュボ
ードが表示される。例えば、あるウィンドウのビューは、特定の症状についてのいくつか
の推奨されるダッシュボードへのリンクを含むことができる。オプションとして、特定の
項目が選択された場合(例えばユーザが右クリックするか、何らかの方法で別のように選
択する場合)、そのユーザに1つまたは複数の推奨されるダッシュボードが提示される。項
目を選択することは、推奨されるダッシュボードを表示するウィンドウ枠の既存のビュー
に、その選択された項目に関係する推奨されるダッシュボードを表示させることができる
。このようにして、ユーザは、関連データを容易に見るために1つのダッシュボードから
別のダッシュボードにナビゲートすることができる。
【００４９】
　したがって、(425で)このプロセスが、現在のダッシュボードが選択された項目を介し
て別のダッシュボードにリンクされていると判定すると、(430で)このプロセスは、その
別のダッシュボードを表示する。図6は、ダッシュボード500からある項目が選択された場
合に表示される別のダッシュボード600の一例を提供する。具体的には、ユーザが、複数
のウィンドウのうちの1つの中にあるリンクを選択したか、またはいくつかの推奨される
ダッシュボードからある推奨されるダッシュボードを選択している。図示のように、いく
つかのテーブルや報告書を表示する代わりに、ダッシュボード600はその患者のブドウ糖
のグラフ605、体温のグラフ610、および画像ビュー615を含むダッシュボードをユーザに
提示する。一部の実施形態では、状況に応じた適切な情報を表示するように、様々なダッ
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シュボードがリンクされる。例えば、患者のある症状を表示するダッシュボードを、その
症状を治療することに関係する別のダッシュボードにリンクさせることができる。
【００５０】
　次いでこのプロセスは、上記に説明した420に進む。その一方で、このプロセスが、現
在のダッシュボードが選択された項目を介して他の任意のダッシュボードにリンクされて
いないと判定した場合、(435で)このプロセスは、その現在のダッシュボードを表示し続
ける。例えば、ダッシュボード500内のある項目が、他の任意のダッシュボードにリンク
しない(例えばこの項目に関係するデータがこれ以上ない)場合、その現在のダッシュボー
ドが表示されたままになる。435の後で、このプロセスは上記に説明した420に進む。
【００５１】
　B.　ダッシュボードへのドリルダウン
　1つまたは複数のダッシュボードを定義済みの構成に従って開くことができる。このよ
うにして、ユーザには最も関連性のある情報が最初に提示される。最も関連性のある情報
を最初に提示するこの概念は、大量のデータをくまなくドリルし、ユーザが最初に見たい
データを迅速に取り出すので、ドリルダウン概念とも呼ばれる。例えば、ある患者の全て
のX線スキャンのリストを含むビューから開始する代わりに、ダッシュボードを、現在の
胸部X線のビューおよび前の胸部X線のビューから開始するように事前構成することができ
る。データの取り出しは、患者レベルだけでなくユーザレベルでも行うことができる。つ
まり、ユーザの役割(例えば医者、看護師)およびユーザの場所も、関連データを取り出す
際の要因になり得る。例えば、心臓の集中治療室内にいる看護師は、脳神経外科医とは別
のデータセットを受け取ることになる。
【００５２】
　図7は、ダッシュボードのカスタマイズ化を示す、ダッシュボードの階層構造700を示す
。この階層構造は、ユーザが既存のダッシュボード325に基づいて新しいダッシュボード3
85を作成した点を除き、図3にあるのと同じダッシュボードを有する。図示のように、ダ
ッシュボード325は、3つの異なるビューA1、B1、およびC1を有する3つのウィンドウ枠を
有する。これらのウィンドウ枠は、例えばCTスキャン、検査報告書、および酸素飽和度の
グラフを表示することができる。
【００５３】
　図7の例では、ユーザが、特定の患者について、第2ウィンドウ枠内に完全な検査報告書
を表示する代わりに、ブドウ糖の変化についてのグラフを表示する方がより適切であると
判断している。ユーザは、第2ウィンドウ枠内のビューが、検査報告書からブドウ糖の変
化についてのグラフに変更されたことを除いてダッシュボード325と同様の新しいダッシ
ュボードを作成することができる。新しいダッシュボード385は、3つのウィンドウ枠390
を有する。これらの枠のうちの2つは、ダッシュボード325にあるのと同じビューA1および
C1を有する。しかし、残りのウィンドウ枠は、ブドウ糖の変化についてのグラフを表示す
る新しいビューB2を有する。新しいダッシュボード385は保存することができる。この新
しいダッシュボードは、図1に示すようなダッシュボードデータベースまたはライブラリ1
20に保存される。それ以降、この特定の患者については、ダッシュボード310から(ダッシ
ュボード325の代わりに)ダッシュボード385が開かれる。このユーザが他の患者に対して
もダッシュボード325の代わりにダッシュボード385を使用できるように、この構成を保存
することもできる。例えば、同様の医学的症状を有する患者を治療する際、このユーザに
はデフォルトの事前構成されたダッシュボードの代わりに、再構成されたダッシュボード
385が提示される。この再構成されたダッシュボードは、自動的に、または選択可能なオ
プション(例えばメニュー項目、ツールボタン)として提供することができる。
【００５４】
　図8は、ダッシュボードを構成する別の方法を示す、ダッシュボードの別の階層構造800
を提供する。この図は図7と似ている。しかしこの例では、ダッシュボード385が、別の枠
の組み合わせを含むようにカスタマイズされている。この例は、ウィンドウ枠が置き換え
られているので図7に示す例とは異なる。前の例で見ると、ウィンドウ枠は変わっていな



(13) JP 5377144 B2 2013.12.25

10

20

30

40

50

いが、このウィンドウ枠のビューのみが変わっている。したがって、この新しいダッシュ
ボード385は3つの枠395を有し、そのうちの2つが前の図面のものと同じである。しかし、
枠C1の代わりに、別の枠(すなわち、枠D1)がダッシュボード385内に含まれる。ビューの
構成を保存するのと同様に、ユーザが他の患者に対してダッシュボード385を使用できる
ように、この新しい枠の構成を保存することもできる。
【００５５】
　以下にさらに説明するように、ユーザは、新しいダッシュボードを非公開に保つか、ま
たは他のユーザがその新しいダッシュボードを共有しかつ/または変更することを許可す
るオプションを有する。ユーザは、新しいダッシュボードを階層構造内の他のダッシュボ
ードにリンクさせることができる。例えば、ユーザは、新しいダッシュボード385をダッ
シュボード305にリンクさせることができる。ダッシュボード305が患者の一覧表を含む場
合、ユーザは、新しいダッシュボード385をダッシュボード305内の患者の1人または複数
の名前にリンクさせて、ダッシュボード305内のそれらの患者を選択したときにダッシュ
ボード385を表示させることができる。つまりユーザは、階層構造内の数レベル高い別の
ダッシュボードから、ダッシュボード385に直接ドリルダウンすることができる。
【００５６】
　図9は、既存のダッシュボードに基づいて新しいダッシュボードを作成するためのプロ
セス900を概念的に示す。図示のように、(905で)このプロセスは、前に構成されたダッシ
ュボードを表示する要求を受け取る。例えば、ユーザが、ダッシュボード600を表示させ
るダッシュボード500内の患者リストウィンドウ505内のある項目をクリックした可能性が
ある。
【００５７】
　次いで910で、このプロセスは、そのユーザが選択されたダッシュボードを使用する許
可を得ているかどうかを判定する。そのユーザが選択されたダッシュボードを使用する許
可を得ていない場合、(930で)このプロセスは現在のダッシュボードを表示し続け、上記
に説明した910に進む。その一方で、そのユーザが選択されたダッシュボードを使用する
許可を得ている場合、(915で)このプロセスは選択されたダッシュボードを表示する。図1
0は、ユーザが許可を得ている場合に表示されるダッシュボード1000の説明のための例を
提供する。具体的には、ダッシュボード1000は、検査結果ウィンドウ1005を含むいくつか
のウィンドウを含む。
【００５８】
　次いで920で、このプロセスは、現在のダッシュボードに基づいて新しいダッシュボー
ドを作成する要求を受け取る。ユーザは、現在のダッシュボードの1つまたは複数のウィ
ンドウ枠のビューを変更することによりこの新しいダッシュボードを作成することができ
る。例えば、そのユーザは、検査結果ウィンドウ1005内の表の代わりに、ブドウ糖につい
てのグラフを表示する方がより適切であると判断する可能性がある。(925で)このプロセ
スは、そのユーザが選択されたダッシュボードを変更する許可を得ているかどうかを判定
する。そのような許可をユーザが得ていない場合、(930で)このプロセスは、現在のダッ
シュボードを表示し続け、上記に説明した910に進む。
【００５９】
　その一方で、そのユーザが選択されたダッシュボードを変更する許可を得ている場合、
(935で)このプロセスは、1つまたは複数のウィンドウ枠のビュー内に要求された変更を加
えることにより、新しいダッシュボードを作成する。図11は、既存のダッシュボード1000
に基づいて作成された新しいダッシュボード1100の説明のための例を提供する。図示のよ
うに、ダッシュボード1100内で、ウィンドウ枠1005のビューが、表の表示からブドウ糖の
グラフ1105の表示に変わっている。次いで940で、ユーザは、誰がその新しいダッシュボ
ードを表示しまたは変更できるのかを決めるための規則のセットをオプションとして作成
する。ユーザは、どの患者に対して、またはどの患者区分(例えば糖尿病患者)に対してそ
の新しいダッシュボードを使用すべきかを決めることもできる。ユーザは、その新しいダ
ッシュボードを1つまたは複数の他のダッシュボードにリンクさせることもできる。例え
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ば、ユーザはダッシュボード1100を一覧表内の特定の患者の名前にリンクさせて、ユーザ
がその患者の名前を選択したときにその新しいダッシュボードを表示させることができる
。
【００６０】
　ユーザは、その新しいダッシュボードが非公開に保たれるべきかどうか、または誰か別
のユーザがそのダッシュボードを表示できるかどうかを指定することもできる。ユーザは
、そのダッシュボードをさらに変更する許可を誰か別のユーザに与えることもできる。ユ
ーザは、その新しいダッシュボードを階層構造内の他のダッシュボードにリンクさせるこ
とができる。ユーザは、1人または複数の患者についての臨床データを表示するための新
しいダッシュボードを指定することもできる。
【００６１】
　次いで945で、このプロセスは、その新しいダッシュボードとその新しいダッシュボー
ドに関連する規則とを将来使用するために記憶する。したがって、特定の医学的症状の患
者を治療する際、医療専門家にはダッシュボード内の最も関連性のある情報が最初に提示
される。図12～13は、ほとんどの重要なエレメントにドリルダウンするダッシュボードを
表示することについての説明のための例を提供する。図12に示すように、ユーザには、1
人または複数の患者についての一覧表1205が最初に提示される。一部の実施形態では、こ
の一覧表は、メニューバー内のメニュー項目が選択されるときに提示される。一覧表1205
は、その患者の医学的症状1210を含む。さらに、この一覧表は、その患者の部屋番号、MR
番号、PAD、担当医の名前、サービス名、検査、生命に関する値域、(それぞれが日付、手
術後の診断、手術名、執刀医を有する)手術の表、最新のCXR、MRIスキャン、CTスキャン
の所感部、最後の看護EOSS、24時間グラフ(例えば、HR、RR、システムBP、体温、酸素飽
和度、GCS、MEWS、Apache、SAPS、MAR)、等など、他の情報を含むことができる。この例
では、医学的症状は、その患者が高血糖症について治療を受けていることを示す。
【００６２】
　医学的症状1210が(例えば項目をクリックすることにより)選択されると、ユーザには、
図13に示すようなダッシュボード1300が提示される。図示のように、このダッシュボード
は、(1)その患者の診断の詳細な考察を提供する報告書ウィンドウ1305、(2)その患者の血
糖値についての情報を提供するブドウ糖グラフ1310、(3)検査結果ウィンドウ1315、およ
び(4)スキャンウィンドウ1320を含む。したがって、一覧表1205内の患者の症状をシング
ルクリックすることにより、そのユーザには関連情報を含むダッシュボードが提示される
。目標は、ある症状が特定されると、ユーザが見たい情報を表示するために追加の選択が
必要とされないことである。
【００６３】
　一例として、ある患者の名前を選択すると、その患者の入院時診断に関係する第1ダッ
シュボードを開くことができ、医学的症状を選択すると、その医学的症状を治療すること
に関係する第2ダッシュボードを開くことができる。上述のように、ダッシュボードは、
その症状を有する患者を治療するための様々なプロトコルを記載するダッシュボードなど
、他のダッシュボードへの1つまたは複数のリンクを提供することができる。例えば、ユ
ーザが一覧ウィンドウ内で症状などの項目を選択すると、そのユーザには1つだけのダッ
シュボードの代わりに、いくつかのダッシュボードが提示されてよい。例えば、ユーザが
ある項目を選択すると、患者の症状に関係するダッシュボードと、その症状を治療するこ
とに関係するダッシュボードとが提示されてよい。ドリルダウンダッシュボードについて
のより詳細な情報は、2008年2月24日に出願され、「Drill Down clinical Information D
ashboard」と題された米国特許出願第12/036,281号で知ることができる。米国出願第12/0
36,281号の内容は、引用により本明細書に組み込まれる。
【００６４】
　II.　複数のダッシュボードを立ち上げるための単一選択方法の概要
　上述のように、一部の実施形態の方法は、単一の臨床情報を選択することに基づいて複
数のダッシュボードを開始(立ち上げまたはインスタンス化とも言う)する。例えば、図14
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は、単一の臨床情報を選択することにより立ち上げられた複数のダッシュボード1405、14
10、1415、および1420を示す。ダッシュボード1410は展開された形で示されており、ダッ
シュボード1410がスクリーン1430上に現在表示されていることを示している。ダッシュボ
ード1410は、患者についての情報を提供するように構成可能な8つのウィンドウ枠1421～1
428を含む。
【００６５】
　一部の実施形態では、立ち上げられるダッシュボードのうちの1つが、ディスプレイ装
置の第1表示領域内に最大解像度で表示される一方、立ち上げられる残りのダッシュボー
ドが、そのディスプレイ装置の第2表示領域内(例えば、第1表示領域の下、上、もしくは
横にある表示領域内、または第1表示領域の下、上、左、もしくは右側にオーバーラップ
する表示領域内)に選択可能なアイコンとして表示(例えば選択可能なサムネイルとして表
示)される。これらの実施形態の一部は、第2表示領域内に、第1表示領域内に表示されて
いるダッシュボードについての選択可能なアイコンも表示する。図14では、ダッシュボー
ド1410がスクリーン1430上の第1表示領域内に表示される一方で、アイコン1431～1434は
、スクリーン下部の第2表示領域内に表示される。アイコン1432は強調表示され、ダッシ
ュボード1410(4つのダッシュボードのうちの2つ目)が現在表示されていることを示してい
る。
【００６６】
　第2表示領域内の選択可能なアイコンを選択する(例えばそのアイコンをカーソルクリッ
クする)と、そのアイコンの関連するダッシュボードが第1表示領域内に表示される。この
選択手法に加えて、またはこの手法の代わりに、他の実施形態は、特定の時間において見
られていない立ち上げられたダッシュボードを第1表示領域内で表示しかつその中をナビ
ゲートするための他の技法を使用する。例えば、ダッシュボードをタッチセンスディスプ
レイ上に表示する実施形態では、一部の実施形態は、ユーザが自身の手をディスプレイ装
置上で特定の方向に(例えば左に、または右に)スワイプすることにより、ダッシュボード
を切り替えられるようにする(すなわち、第1表示領域内に表示されているダッシュボード
を変更する)ことができる。このスワイプ動作は、第1表示領域に、特定のダッシュボード
を表示することから、スワイプ動作の方向とは反対側のその特定のダッシュボードの横に
あるダッシュボードを表示するように切り替えさせる。
【００６７】
　共に立ち上げられる多数のダッシュボードを所与として、一部の実施形態は、ユーザ(
例えば医者や他の専門家、システム管理者、等)が、特定の臨床情報片の特定のビュー(例
えば血糖値の24時間グラフ)のみを表示するように、ダッシュボードの1つまたは複数のウ
ィンドウ枠をカスタマイズできるようにする。そのような実施形態の一部では、任意の所
与の時間に見ることができるデータの量を最大化し、かつ/または専門家による素早い解
釈および互いへの関連付けのために臨床情報ビューをまとめる、そのようなパラメータ固
有のおよびビュー固有のいくつかのウィンドウ枠を含めるために、ユーザがダッシュボー
ドを最適化することができる。例えば、あるダッシュボードの右側が、それぞれが同一の
または異なる期間にわたる検査測定値を表示するいくつかの積重ね配置された枠を表示し
ながら、ダッシュボードの左側が、それぞれがある期間にわたる生命に関する統計値を表
示するいくつかの積重ね配置された枠を表示することができる。そのようなパラメータお
よびデータ集約型のダッシュボードは、特定の時間における患者の症状の詳細なスナップ
ショットを専門家に提供するために印刷し、または電子メールで送ることができる。この
パラメータ固有のおよびビュー固有のダッシュボードを使用することは、複数のダッシュ
ボードを一度に立ち上げる実施形態に限定されない。
【００６８】
　図15は、ウィンドウ枠1501～1508を有するダッシュボード1500を示す。ウィンドウ枠15
01～1508のそれぞれは、ある指定された期間にわたる特定のパラメータの値の図である。
例えば、ウィンドウ枠1501～1504(左欄)を生命徴候(例えば心拍数、血圧、等)とすること
ができ、ウィンドウ枠1505～1508を検査(例えば血糖、白血球数、等)とすることができる



(16) JP 5377144 B2 2013.12.25

10

20

30

40

50

。他の実施形態は、他の積み重ねられた動向グラフを表示することができる。
【００６９】
　ダッシュボードのいくつかのウィンドウ枠をパラメータ固有のものとすることができる
ので、一部の実施形態は、各パラメータ固有ウィンドウ内に提示される各パラメータを表
すデータエレメントを定義する。例えば、あるダッシュボードが、特定の測定値の様々な
ビューを表示する3つの特定のウィンドウ枠を有すると仮定する。1つが、特定の測定値の
連続的な24時間グラフを表示し、1つが、その特定の測定値の平均の連続的な24時間グラ
フを表示し、1つが、その特定の測定値の変化に関連する変動係数の連続的な24時間グラ
フを表示する。一部の実施形態は、これらの3つのウィンドウ枠それぞれの中に表示され
る各値が全て同じ測定値から関係するにもかかわらず、それらの各値を追跡するための異
なるデータエレメントを定義することになる。これらの実施形態は、これらのデータエレ
メントごとに、様々な数学関数および様々な表示ビューを定義できるようにそれらのデー
タエレメントを定義する。このデータエレメントモデルを使用することは、パラメータ固
有のおよびビュー固有の枠を使用する実施形態に限定されない。
【００７０】
　一部の実施形態は、ユーザがダッシュボードを設計できるようにするためのいくつかの
ソフトウェアツールを提供する。例えば一部のツールは、ユーザが、ダッシュボード内の
枠の数を指定すること、特定の数の枠について様々なレイアウトタイプの中から選択する
こと、選択されたダッシュボードレイアウトからのダッシュボード内のウィンドウ枠を移
動しかつ調整すること、等を可能にする。一部の実施形態は、ユーザが、あるウィンドウ
枠を特定のパラメータの特定のビューに結び付けることを可能にする。例えば、一部の実
施形態では、ユーザは(1)ダッシュボード内のウィンドウ枠上で右クリックし、(2)その結
果現れるメニュー内に表示されるメニュー内で、検査測定値の代わりに生命徴候を選択し
、(3)その結果現れる生命徴候のドロップダウンメニュー内で心拍数を選択し、次いで(4)
心拍数の特定のビュー(例えば継続的な24時間ビュー)を選択することができる。一部の実
施形態のソフトウェアツールは、ユーザが、見られているデータの量を最大化し、かつ/
またはそのデータの相互関係を簡略化するために、位置合わせされたおよび/または縮約
されたパラメータ固有のおよびビュー固有の枠を作成できるように、ウィンドウ枠を移動
しかつサイズ変更できるようにする。
【００７１】
　一部の実施形態の単一選択方法により立ち上げられるダッシュボードのそれぞれは、別
のダッシュボードに「ドリルダウン」することができない単一の「フラット」ダッシュボ
ードである。他の実施形態では、立ち上げられるダッシュボードのそれぞれをドリルダウ
ンダッシュボード、すなわち互いにリンクされたいくつかのダッシュボードであり、その
ためユーザがそのダッシュボード内に表示される項目を選択することによりそれらのダッ
シュボード間を(例えば第1ダッシュボードのウィンドウ枠内のある項目を選択することに
より、第1ダッシュボードから第2ダッシュボードに横断することにより)ナビゲート可能
な、ダッシュボードとすることができる。つまり、一部の実施形態は、ドリルダウンダッ
シュボードの代わりに一部の実施形態の単一選択方法を使用するのに対し、他の実施形態
は、単一選択方法をドリルダウンダッシュボードと併せて使用する。
【００７２】
　III.　複数のダッシュボードを立ち上げるための単一選択方法
　A.　複数のダッシュボードの立ち上げおよびナビゲート
　一部の実施形態は、1つの臨床情報を単一選択することによりアクセス可能な複数のダ
ッシュボードを構成するためのユーザインタフェースツールを提供する。例えば、患者リ
ストから単一の患者を(例えば患者の名前をクリックして)選択することにより、または症
状リストから症状を選択することにより複数のダッシュボードがアクセスされる。一部の
実施形態での患者リストは、スクリーン上に表示されるある医者の現在の患者のリストで
ある。その患者をクリックすると、その医者は事前構成された複数のダッシュボードにア
クセスできるようになる。一部の実施形態では、医者(または他のユーザ)が、患者の症状
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に基づく事前構成されたダッシュボードを有する。例えば、一部の実施形態では脳腫瘍の
患者を選択すると、脳腫瘍の患者に対して特別に設計されたダッシュボードのセットが表
示される。そのようなダッシュボードのセットは、そのような患者を診察する際に医者が
一般に見たいであろう情報を有する。一部の実施形態では、その患者を診察する際に使用
するために、医者がそのセット内のダッシュボードのうちの1つまたは複数を印刷するこ
とができる。
【００７３】
　一部の実施形態はダッシュボード内に様々な数のウィンドウ枠を含み、一部の実施形態
は様々な設定のダッシュボードを有する。一部の実施形態では、複数のダッシュボードの
それぞれを任意の数のウィンドウ枠を有するように構成することができるのに対し、一部
の実施形態はダッシュボード当たりのウィンドウ枠の数を8つに限定する。他の実施形態
は、ウィンドウ枠の数に対して様々な限定を加えることができる。一部の実施形態では、
複数のダッシュボードのそれぞれを、それぞれのダッシュボードが患者についての様々な
情報を提供するように構成することができる。
【００７４】
　例えば、図16～18は、患者リストから単一の患者を選択することにより立ち上げられる
一部の実施形態の複数のダッシュボードを示す。これらのダッシュボードのそれぞれは、
形の異なるおよびサイズの異なる枠で様々な情報を提示するように構成される。単一の患
者を選択すると、スキャンダッシュボード1600、検査ダッシュボード1700、および看護ダ
ッシュボード1800が立ち上がる。一部の実施形態は、他のダッシュボード(例えば、生命
徴候を表示する生命に関するダッシュボード)も立ち上げる。スキャンダッシュボードは
、患者リスト1605、脳スキャンの2つのサムネイル1610および1615、2つの大型脳スキャン
1620および1625、ならびに胸部X線1630の6つのウィンドウ枠1605～1630を含む。検査ダッ
シュボード1700は、患者リスト1705、2つの一覧ウィンドウ1710および1715、ならびに5つ
の特定の検査の動向グラフ1720～1740の8つのウィンドウ枠1705～1740を含む。看護ダッ
シュボード1800は、患者リスト1805、看護一覧1810、および3つの動向グラフ1815～1825
の5つだけウィンドウ枠を含む。
【００７５】
　一部の実施形態は、一度に複数のダッシュボードのうちの1つを表示し、ユーザが様々
なダッシュボードをスクロールできるようにする。例えば、上記の図14を再び参照すると
、一部の実施形態ではダッシュボード1410が選択されると、そのダッシュボードがユーザ
のスクリーンの大部分を占めることになる一方で、ダッシュボード1405、1415、および14
20を選択するためのボタンがそのスクリーンの下部で利用できることになる。他の実施形
態は、表示されていないダッシュボード用の選択ボタンをスクリーン上の他の場所に表示
することができる。一部の実施形態は、ユーザがタッチジェスチャでダッシュボードをス
クロールできるようにする。例えば、一部の実施形態では、ユーザは、タッチセンス装置
(スクリーン、タッチパッド、または他のそのような装置のいずれか)を横切って払う(swe
ep)ジェスチャを行い、前のまたは次のダッシュボードにナビゲートするよう示すことが
できる。ダッシュボード1410が表示されるこの例において、一部の実施形態では、右から
左に払うジェスチャを行うと、ダッシュボード1410がスクリーンから左に「払い」出され
、ダッシュボード1415が表示されることになる。
【００７６】
　B.　パラメータ固有のウィンドウ枠
　一部の実施形態では、ダッシュボード内の様々なウィンドウ枠が、ウィンドウ枠内に他
のエレメントを伴わずにパラメータを表示する。一部の実施形態は、ウィンドウ枠から縁
およびコントロール部をなくすことにより空間を最大化し、データ集約型のインタフェー
スを作成する。表示されるパラメータは、例えば患者の白血球数や患者の血糖値とするこ
とができる。一部の実施形態では、単一のウィンドウ枠が特定のパラメータについての単
一のデータエレメントを表示する。例えば、単一のウィンドウ枠が、患者の心拍数につい
ての現在の情報を表示することができる。しかし、多くの場合に医者にとってより役に立
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つのは、過去24時間(または他の何らかの期間)にわたる患者の心拍数のグラフである。他
の実施形態は、特定のパラメータについて表示することができる他のデータエレメントを
提供する。例えば、一部の実施形態は、過去24時間(または他の期間)のそのパラメータの
値のグラフ、24時間(または他の期間)の平均、現在値とともに(指定された期間にわたる)
最小値および最大値の表示、指定された期間にわたりそのパラメータがどれ位変化したの
か(すなわちそのパラメータが指定された期間にわたりほぼ一定しているのか、それとも
上下に大きく変動したのか)を示す変動係数、またはそのパラメータの指定された理想値
との差異(例えばその患者の心拍数が70拍/分の理想からどれ位、およびどの傾向で異なる
のか)を表示する。
【００７７】
　一部の実施形態では、医師に最大量の有用なデータを提供するために、ダッシュボード
内のウィンドウ枠が最適化される。例えば、単に1つのパラメータを見るのではなく、あ
る医師は、同じ期間にわたる複数のパラメータの動向を見たい可能性がある。図19は、積
み重ねられた動向グラフを有するダッシュボード1900を示す。ダッシュボード1900内のウ
ィンドウ枠1910～1950のそれぞれは、スクリーン空間を最大限に使用するように最低限の
コントロール部または縁を有した状態(例えばダッシュボード1800のウィンドウ枠と比較
されたい)で、単一のパラメータについての動向グラフを含む。生命動向グラフ(ウィンド
ウ枠1925および1935～1950)および重症度(severity score)動向グラフ(ウィンドウ枠1930
)のそれぞれが、過去24時間にわたる生命徴候の値を示す一方、検査動向グラフ(ウィンド
ウ枠1910～1920)は過去5日間にわたる検査の値を示す。
【００７８】
　C.　複数のダッシュボードを構成する
　上述のように、一部の実施形態は、ユーザがダッシュボードのセットを構成できるよう
にするユーザインタフェースツールを提供する。そのユーザインタフェースツールの一部
の実施形態では、ユーザは、何がそのダッシュボードのセットを引き起こすのか(例えば
どんな患者の症状がそのダッシュボードのセットを引き起こすのか)を最初に決定する。
次いで、ユーザは、第1ダッシュボード用のレイアウト(例えば8つの四角いウィンドウ枠
、等)を選択する。一部の実施形態では、このレイアウトはウィンドウ枠の端をドラッグ
することによって変更することができる。
【００７９】
　次いでそのユーザは、ウィンドウ枠を選択し、メニューを選んでそのメニューについて
のパラメータを決定する。一部の実施形態では、そのメニューは生命徴候、検査、画像(
例えばX線)、および他のオプションを含む。ユーザがメニューを選択し終えると、次いで
一部の実施形態では、そのユーザはパラメータを選択する。例えば生命徴候のメニューは
、心拍数、血圧、呼吸数、等のパラメータを含み得る。ユーザがパラメータを選択し終え
ると、次いでそのユーザには、そのパラメータについて表示可能なデータエレメントのメ
ニューが提示される。例えば、上述のように、様々なデータエレメントの選択は、特定の
期間にわたる動向のグラフ、特定の期間にわたる最小値および最大値、特定の期間にわた
る移動平均、そのパラメータの変動係数、またはそのパラメータの理想値との差異を示す
グラフとすることができる。
【００８０】
　ユーザが第1ウィンドウ枠を構成し終えると、次いでそのユーザは同じ方法で第1ダッシ
ュボードの残りのウィンドウ枠を構成することができる。第1ダッシュボード内の全ての
ウィンドウ枠を構成した後、次いでそのユーザは第1ダッシュボードを構成したのと同じ
方法で、そのセットの中の残りのダッシュボードを構成することができる。
【００８１】
　図20は、ユーザがダッシュボードのウィンドウ枠を構成することを示す。一部の実施形
態では、ウィンドウ枠(例えば枠2005)を選択した後、ユーザはそのウィンドウ枠について
のオプションのセットを表示することができる。メニュー2010は、上述のようにそのウィ
ンドウ枠についての他のオプションを表示するためにユーザが選択可能な様々な種目(例
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えば心臓病、内分泌、等)を示す。他の実施形態は、ウィンドウ枠内で右クリックするこ
とにより、メニュー2010のようなメニューを表示する。一部の実施形態では、ユーザが完
全に別の事前構成されたダッシュボードに切り替えるために、メニュー2010に似たメニュ
ーにアクセスすることができる。
【００８２】
　IV.　コンピュータシステム
　図21は、本発明の一部の実施形態がそれを用いて実施されるコンピュータシステムを概
念的に示す。コンピュータシステム2100は、バス2105、プロセッサ2110、システムメモリ
2115、読出し専用メモリ2120、永久記憶装置2125、入力装置2130、および出力装置2135を
含む。一部の実施形態では、このコンピュータシステムは、GPU(画像処理ユニット)2175
をさらに含む。
【００８３】
　バス2105は、コンピュータシステム2100の内部装置間の通信をサポートする全てのシス
テムバス、周辺機器用バス、およびチップセットバスを集合的に表す。例えば、バス2105
は、プロセッサ2110を読出し専用メモリ2120、システムメモリ2115、および永久記憶装置
2125に通信可能に接続する。
【００８４】
　プロセッサ2110(中央処理装置またはCPUとも言う)は、本発明のプロセスを実行するた
めに、これらの様々なメモリユニットから実行する命令および処理するデータを取り出す
。読出し専用メモリ(ROM)2120は、プロセッサ2110およびこのコンピュータシステムの他
のモジュールが必要とする静的データおよび命令を記憶する。
【００８５】
　その一方で、永久記憶装置2125は、読み書きメモリ装置である。この装置は、コンピュ
ータシステム2100がオフの場合にも命令およびデータを記憶する不揮発性メモリユニット
である。本発明の一部の実施形態は、永久記憶装置2125として大容量記憶装置(磁気ディ
スクや光ディスクおよびその対応するディスクドライブなど)を使用する。
【００８６】
　他の実施形態は、この永久記憶装置としてリムーバブル記憶装置(フロッピー(登録商標
)ディスクやzipディスクおよびその対応するディスクドライブなど)を使用する。永久記
憶装置2125と同様に、システムメモリ2115も読み書きメモリ装置である。しかし、記憶装
置2125とは異なり、このシステムメモリはランダムアクセスメモリなどの揮発性読み書き
メモリである。このシステムメモリは、ランタイム時にプロセッサが必要とする命令およ
びデータの一部を記憶する。
【００８７】
　一部の実施形態のプロセスを実行するために必要な命令および/またはデータは、シス
テムメモリ2115、永久記憶装置2125、読出し専用メモリ2120、またはこの3つを任意に組
み合わせたものに記憶される。例えば、この様々なメモリユニットは、一部の実施形態に
従ってマルチメディアアイテムを処理するための命令を含むことができる。プロセッサ21
10は、一部の実施形態のプロセスを実行するために、これらの様々なメモリユニットから
実行する命令および処理するデータを取り出す。
【００８８】
　バス2105は、入力装置2130および出力装置2135にも接続する。この入力装置は、ユーザ
が、このコンピュータシステムに対して情報を伝え、コマンドを選択できるようにする。
入力装置2130には、英数字キーボード、タッチパネル、およびカーソルコントローラが含
まれる。入力装置2130には、それを介して画像をこのコンピュータシステムに入力するこ
とができるスキャナも含まれる。出力装置2135は、このコンピュータシステムによって生
成された画像を表示する。例えば、これらの装置はIC設計レイアウトを表示する。この出
力装置には、プリンタ、ペンプロッタ、レーザプリンタ、インクジェットプロッタ、フィ
ルムレコーダ、およびCRT(ブラウン管)、LCD(液晶ディスプレイ)、ELディスプレイなどの
ディスプレイ装置が含まれる。
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【００８９】
　さらに、図21に示すように、バス2105は、コンピュータ2100をネットワークアダプタ(
不図示)を介してネットワーク2165にも結合する。このようにして、このコンピュータは
、コンピュータのネットワーク(「LAN」(ローカルエリアネットワーク)、「WAN」(広域ネ
ットワーク)、イントラネットなど)、またはネットワークのネットワーク(インターネッ
トなど)の一部になることができる。最後に、図21に示すように、一部の実施形態でのこ
のコンピュータシステムは、オプションでGPU(画像処理ユニット)2175を含む。GPU(ビジ
ュアル処理ユニットまたはディスプレイプロセッサとも言う)は、コンピュータ画像を操
作しかつ表示する点で極めて効率的な専用の画像レンダリング装置である。このGPUはビ
デオカード(不図示)に含まれてよく、またはプロセッサ2110とともにこのコンピュータシ
ステムのマザーボードに組み込まれてもよい。さらに、コンピュータシステム2100は、パ
ーソナルコンピュータ、ワークステーション、ゲーム機、等として使用することができる
。コンピュータシステム2100のコンポーネントのうちの任意のまたは全てのコンポーネン
トを、本発明と組み合わせて使用することができる。しかし、他の任意のシステム構成を
本発明と組み合わせて使用することができることも当業者なら理解するであろう。
【００９０】
　本発明を多数の具体的な詳細を参照して説明してきたが、本発明は本発明の精神から逸
脱することなく他の特定の形態で実施できることを当業者なら理解するであろう。他の場
所では、本発明の真の範囲から逸脱することなく様々な変更を加えることができ、記載さ
れたエレメントに対して等価物を代用することができる。例えば、いくつかのダッシュボ
ードの例をMDI(マルチドキュメントインタフェース)の一部として示してきたが、このダ
ッシュボードを親ウィンドウのない枠のグループとして提供できることを当業者なら理解
するであろう。このダッシュボードは、例えばコンピュータディスプレイ、PDA、携帯電
話、等、様々な実施形態で様々なインタフェース装置上に表示できることも当業者なら理
解するであろう。
【符号の説明】
【００９１】
　105　患者データ情報源
　110　臨床データマネージャ
　115　臨床情報インタフェース
　120　ダッシュボードライブラリまたはデータベース
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